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子空間の K と K’点にバンドのバレー構造が存在し、円偏光を照射すると、右巻きもしくは左巻
き円偏光に対して K もしくは K’点の片方だけに光吸収が起きる。これはバレー偏極と呼ばれて
いる。バレー偏極は K、K’点付近だけで起こると考えられていたが、K、K’点よりもエネルギー
の高いΛとΛ’と呼ばれる点でもバレー偏極が起きることを説明している。第 4 章では、２次元
面内で異方性がある黒リンや GaTe などの原子層物質に対して、直線偏光を入射したときの偏光ラ
マン分光の解析を説明している。フォノンの対称性から議論されるラマンテンソルからだけでは
偏光ラマン分光の実験結果が説明できず、共鳴ラマン分光強度の理論の計算によりはじめて実験
結果を再現することを説明している。第５章では、ラマン分光において円偏光を入射したとき散
乱光のへリシティ（右巻き、左巻き）に変化があることを、バレー偏極を起こさないグラフェン
においても生じることを示し、その起源を共鳴ラマン分光の計算により説明している。第６章で
は本論文で得た結論をまとめている。 
 
本論文で得られた結果は、固体中の光物性に対して新しい知見をもたらすだけでなく、共鳴ラマ
ンスペクトルを第一原理から計算することを可能にしたなど独創的で顕著な成果であると判断で
きる。このことは辰巳由樹氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示したものである。したがって、辰巳由樹氏提出の論文は博士（理学）の学位論文として
合格と認める。 
 
